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その他Ⅵ
1 「減災活動の日」の取組

毎月 17 日を「減災活動の日」として、ひょうご安全の日推進県民会議構成団体をはじめとする
県民に減災活動の実践を呼びかけた。

1 	 「新ひょうご防災アクション」を活用した意識啓発

県民それぞれが自ら考え、主体的に防災・減災活動に取組むための指針として平成 29 年１月に
策定した「新ひょうご防災アクション」を活用し、防災力強化県民運動の一層の展開を図った。

県民会議ホームページで公開し、閲覧やダウンロード（無償）を可能とするとともに、県民会議
構成団体をはじめ県内市町・県内社会福祉協議会、ひょうご防災リーダー、ひょうご防災特別推進
員や防災士等に冊子を配布し、地域の防災学習会などでの活用を図るほか、個人・地域・企業等が
広く活用できるよう１冊 100 円で有償配布した。

（累計配布実績）　　　　　　　　　　　 （令和７年９月 30 日時点）
区分 主な配布先 部数

無　償
・構成団体、県内市町、市町社会福祉協議会
・�ひょうご防災リーダー、ひょうご防災特

別推進員等
19,761部

有　償
・ジュンク堂書店
・人と防災未来センター内ショップ
・防災学習会等

22,386部

計 42,147部

2 	 Facebook、X（旧 Twitter）、Instagramを活用した「ひょうご減災活動の日」を通じた呼びかけ

①　減災活動の実践例（毎月 17 日）
　�　過去の各月の災害事例等から、その月に住宅の耐震化・室内安全対策・備蓄・避難場所の確

認など県民に具体的に実践してほしい減災活動を毎月 17 日に発信し、実践を呼びかけた。
②　防災・減災関連情報

　�　ひょうご防災ネットなどの減災関連情報、ひょうご安全の日推進事業 ( 助成金 ) や各種防災
イベント情報を発信した。

③　発信状況（令和７年 10 月 31 日時点）
　�　減災活動をより広く発信するため、Facebook を活用。さらに令和７年度より X、

Instagram を追加し、毎月 17 日のほか、必要に応じて随時投稿するなど発信回数を増加。
　令和６年 11 月～令和 ７年 ３月：８回発信
　令和７年 ４月～令和 ７年 10 月：37 回発信
　　　　　【R7. ４月～ 10 月までの発信回数の内訳等】
　　　　　・内　　訳：Facebook 13 回、X 12 回、Instagram 12 回
　　　　　・閲 覧 数：Facebook 3,574 件、X 9,805 件、Instagram 117 件
　　　　　・リアクション数：Facebook 148 件、X 282 件、Instagram 7 件
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新ひょうご防災アクションの表紙
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3 	 毎月 17日に「減災活動の日」のお知らせ

県庁、県民局・県民センター庁舎において、庁内放送を実施し、震災の経験と教訓を踏まえた減
災活動の実践を呼びかけた。

2 ひょうご防災特別推進員の派遣

地域の集会等にひょうご防災特別推進員を派遣し、防災対策に関する講義や防災訓練の企画・運
営の助言、ワークショップ等を行うことにより、県民の防災力の向上や自主防災活動の活性化を図っ
ている。

1 	 派遣対象

・派遣の対象となる団体　　自主防災組織、自治会、学校、企業、その他団体
・派遣の対象となる集会等　県内で開催され、原則１０人以上が参加する集会等

2 	 派遣実績　　　　１７４件　

【地域別内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）
県 民 局 神戸 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨
派遣件数 46 26 8 18 14
県 民 局 中播磨 西播磨 但馬 丹波 淡路 合計
派遣件数 1 41 16 0 4 174
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震災を風化させない
＿ 「忘れない」「伝える」「活かす」「備える」「繋ぐ」

3 1.17 防災未来賞「ぼうさい甲子園」

阪神・淡路大震災を通して学んだ自然の脅威や生命の尊さ、共生の大切さを考える「防災教育」
推進するため、全国の学校や地域において子どもや学生が主体的に取り組む優れた防災活動を顕彰
した。

1 	 募集

令和６年６月 14 日（金）～９月 30 日（月）
応募総数 108 件（�小学生の部 18 件、中学生の部 25 件、高校生の部 34 件、大学生の部 8 件、特

別支援学校・団体の部 23 件）

2 	 選考委員会

日　程：令和６年 11 月１日（金）
審　査：河田　惠昭（人と防災未来センター長）を委員長とする選考委員が審査・選考

3 	 表彰式・発表会

日　程：令和６年 12 月 21 日（土）
場　所：兵庫県公館

4 	 選考結果

①　グランプリ（１件）※ぼうさい大賞の中から選考
学校／団体名

小学生の部 岩沼市立玉浦小学校（宮城県）

②　ぼうさい大賞（４件）
学校／団体名

中学生の部 泉南市立西信達中学校（大阪府）
高校生の部 和歌山県立熊野高等学校（和歌山県）
大学生の部 静岡大学教育学部藤井基貴研究室（静岡県）
特別支援学校・団体の部 千葉県立香取特別支援学校（千葉県）

③　優秀賞（５件）
学校／団体名

小学生の部 上尾市立今泉小学校（埼玉県）
中学生の部 大阪市立白鷺中学校（大阪府）
高校生の部 熊本県立熊本農業高等学校（熊本県）
大学生の部 関西大学社会安全学部近藤誠司研究室（大阪府）
特別支援学校・団体の部 宮城県立支援学校女川高等学園（宮城県）
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④　奨励賞（５件）
学校／団体名

小学生の部 阿南市立橘小学校（徳島県）
中学生の部 いわき市立好間中学校（福島県）
高校生の部 石川県立能登高等学校（石川県）
大学生の部 龍谷大学政策学部石原凌河研究室（京都府）
特別支援学校・団体の部 高知県立盲学校（高知県）

⑤　特別賞（３５件）
学校／団体名

大震災対策賞　（１件） 和歌山県立熊野高等学校（和歌山県）

ＵＲレジリエンス賞　（１１件）

丸森町立舘矢間小学校（宮城県）
久喜市立砂原小学校（埼玉県）
南あわじ市立沼島中学校（兵庫県）
和歌山県立日高高等学校附属中学校（和歌山県）
宮城県中新田高等学校（宮城県）
宮崎県立宮崎農業高等学校　家庭クラブ（宮崎県）
甲南女子大学震災30年SBSプロジェクト（兵庫県）
神戸学院大学　防災女子（兵庫県）
京都府立宇治支援学校（京都府）
大阪府立出来島支援学校（大阪府）
伊丹市立伊丹特別支援学校（兵庫県）

はばタン賞　（６件）

釜石市立釜石小学校（岩手県）
呉市立横路中学校（広島県）
ジュニア防災リーダークラブ（愛媛県）
昭和学園高等学校　防災教育（大分県）
神戸学院大学社会防災学科　佐伯ゼミ（兵庫県）
長野県長野盲学校（長野県）

だいじょうぶ賞　（６件）

紀美野町立下神野小学校　６年生（和歌山県）
徳島市国府中学校防災学習倶楽部（徳島県）
三重県立北星高等学校（三重県）
京都府立東稜高等学校マネジメントクラス（京都府）
関西国際大学　学生防災士サークル　KUISs BOSAI（兵庫県）
静岡県立富士特別支援学校高等部Ｂ課程３年（静岡県）

フロンティア賞　（７件）

船橋市立宮本小学校４年生（千葉県）
横浜市立南吉田小学校（神奈川県）
壮瞥町立壮瞥中学校（北海道）
栃木県立矢板高等学校　農業経営科農業技術部（栃木県）
鳥大防災Lab．（鳥取県）
千葉県長生村教育委員会（千葉県）
播磨町消防団女性分団（兵庫県）

継続こそ力賞　（４件）

阿南市立津乃峰小学校（徳島県）
生駒市立大瀬中学校（奈良県）
福島県立福島西高等学校家庭クラブ（福島県）
津田新浜地区自主防災会連絡協議会　青少年部　津田新浜防災学習倶楽部（徳島県）

5 	 実施主体

兵庫県、（株）毎日新聞社、（公財）ひょうご震災記念 21 世紀研究機構（阪神・淡路大震災記念人
と防災未来センター）
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震災を風化させない
＿ 「忘れない」「伝える」「活かす」「備える」「繋ぐ」

6 	 後援

内閣府、総務省消防庁、文部科学省、国土交通省、兵庫県教育委員会、神戸市、神戸市教育委員会、
関西広域連合、ひょうご安全の日推進県民会議

7 	 協賛

（独）都市再生機構

8 	 事務局

（特非）さくらネット
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4 防災力強化県民運動ポスターコンクール

県民一人ひとりが災害に備える行動に取り組む「防災力強化県民運動」を啓発するため、県内の
小学生及び中学生・高校生を対象に防災をテーマとした作品を募集した。

1 	 主催　

2 	 後援　

3 	 応募数

4 	 表彰式（1.17 防災未来賞「ぼうさい甲子園」表彰式・発表会と併せて開催）

①日　　時　令和６年 12 月 21 日 ( 土） 13：00 ～ 16：30
②場　　所　兵庫県公館大会議室（神戸市中央区下山手通 4 － 4 － 1）

5 	 作品展示

①令和７年１月９日（木）～２月 12 日（水）　人と防災未来センター西館１階ロビー
②令和７年２月 20 日（木）～２月 26 日（水）　兵庫県立美術館ギャラリー棟１階ホワイエ

6 	 受賞作品

①小学生部門

ひょうご安全の日推進県民会議会長賞
南　侑志（１年）

人と防災
未来センター長賞
塩田　直生（５年）

ひょうご安全の日推進県民会議

兵庫県、阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター、兵庫県立
美術館、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会

892 点（小学生部門 371 点、中学生・高校生部門 521 点）
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震災を風化させない
＿ 「忘れない」「伝える」「活かす」「備える」「繋ぐ」

②中学生・高校生部門

7 	 選考結果

①小学生部門（受賞数 15 点）
受賞区分 氏　名 学　年

ひょうご安全の日推進県民会議会長(知事)賞 南　侑志 小１
人と防災未来センター長賞 塩田　直生 小５

佳　作

幾原　菜結 小２
鷹取　遵 小２
岡田　珠和 小３
新家　加菜枝 小４
新美　英人 小５

入　選

佐々木　詩 小１
岸本　幸瑚梨 小２
熊谷　基 小４
渡邉　琉花 小４
寺田　大志 小５
廣澤　由里香 小６
藤本　一輝 小６
増田　千智 小６

ひょうご安全の日
推進県民会議会長賞
和井　陽菜子

（高校３年）

人と防災未来センター長賞
久保田　弓月

（中学２年）
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②中学生・高校生部門（受賞数 15 点）
受賞区分 氏　名 学　年

ひょうご安全の日推進県民会議会長(知事)賞 和井　陽菜子 高３
人と防災未来センター長賞 久保田　弓月 中２

佳　作
塩路　壱心 中１
松岡　優芽 中１
山田　大智 中２

入　選

甲　心音 中２
足羽　凜 中３
飯村　真樹子 中３
岩山　祐菜 中３
京円　寧々 中３
桐畑　陽 中３
澤田　莉緒 中３
飯田　妃莉 高１
中村　麻里 高２
井上　千尋 高３


